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中学３年生

中　村　　　忍・大　羽　　　徹・棚　橋　美加子
佐　藤　健　太・加　藤　容　子

（１）目的

テーマ：国際理解と平和－過去を学び、多面的に国際理
解をし、未来を考える

・前年度は「生命と環境」のテーマで、命の大切さにつ
いて学んだ。本年度は、命の大切さへと繋がる平和の
大切さを考える。その際、国際的な視点を持ち、人と
人との関わりという視点も持つ。

・地球のどこかでなされた選択が、他の地域に影響を及
ぼす、自分も周りの世界に対して影響力を持つ存在だ
という認識に立つ。

・グループ活動を通して自分と異なる見方を知ることに
より、多様な考えに対する相互理解を深める。

・貧困、資源の争奪、難民、紛争など、たくさんの課題
をかかえる現状では、平和な国際社会は不可能なよう
に思えるが、私たち一人ひとりの人間は、現状をより
よく変化させる力を持っているという未来への展望を
持つ。

・原爆による被害を受けた国として、同じことが繰り返
されないためにはどうすれば良いのかを考える。生涯
を通して国際理解・平和に関心を持ち、主体的に考え
ていけるよう議論する。

（２）活動内容

・「新映像の世紀」を通して、第一次、第二次世界大戦
がなぜ起きたのかを知り、現在世界がどのような状態
であり、何が起こりつつあるのかを考える。

・杉原千畝記念館を訪問し、直接の見聞を通して、平和
について学びを深める。

・グループでテーマを設定し、事前学習をし、広島での
研究旅行でフィールドワークを行うグループで国際理
解と平和について考察する。

・「きのこ雲の下で何が起きていたのか」では、広島で
原爆投下の３時間後に「御幸橋」の上で撮影された写
真を最新技術で映像処理していくと、これまでわから
なかった多くの事実に触れている。広島での研究旅行
の事前学習として、平和について学びを深める。

平成29年度中学３年生総合人間科実施計画
（前期）

回 授業内容
１ ガイダンス
２ 事前学習「新映像の世紀」ビデオ視聴１
３ 杉原千畝に関する学習
４ 遠足（千畝記念館、リトルワールド）
５ 事前学習「新映像の世紀」ビデオ視聴２
６ 事前学習平和に関する考察
７ 研究旅行グループ編成
８ 研究旅行グループテーマ設定
９ FW候補地の検討

（後期）
10 FW候補地のアポイントメント、依頼状作成

11
事前学習、質問事項の確認　事前学習「きのこ
雲の下で何が起きていたのか」ビデオ視聴
研究旅行　広島平和記念資料館見学、被爆証言
者講話、FW、毒ガス資料館（大久野島）

12 研究旅行振り返り、礼状送付
13 個人テーマの考察
14 集録原稿下書き
15 集録原稿下書き完成
16 集録原稿完成
17 研究発表会準備
18 研究発表会
19 １年間の振り返り

（３）検証評価

　研究発表会では、個人で研究した内容を発表した。発
表会終了後に「発表して考えたこと・感想」のアンケー
トを行った。１部を抜粋する。 
発表について
・みんなのポスターで参考になるものを自分に取り入れ

たい。
・人に伝えることはとても難しいと感じた。人によって

視点が違った。
・人に意見を伝えることで自分の中の意見も整理するこ

とができた。
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・今回の発表は、３年間で一番良くできたと思った。
発表して考えたこと
・自分の身の回りことが最終的に世界を変えるし、逆に

そのためには自分の回りから変える必要があると分
かった。

・戦時中のように、知りたくても知ることができない状
況を２度作らないように努力しなければならないし、
今、勉強できる環境に感謝しなければならないと思
う。

・「平和」でも様々な考えがあって、考えさせられた。
これからも継続的に考えていきたい

・自分の研究テーマから他のことに繋げていくことが大
切だと感じた。

・「平和」を求める一人として、これから自分の調べこ
とを元に活動をしていきたいと思った。

・他の人の発表を聞いて自分たちにできることが分かっ
た。

・平和を願う気持ちはみんな同じだった。ただ、平和の
形がそれぞれ違うので、その形の違いから戦争が生ま
れてしまうかもしれないと思った。

・自分の思う平和がみんなの平和だと思わず、争いのな
い世界を作ることが私たちの使命だと思った。

関連付け
・フィールドワークが同じだった人でも視点や着眼点が

違い、違う側面から自分のテーマを見ることができ
た。

・「平和」に向けて、「核」、「影響」、「メディア」、「心
理」など様々なアプローチがあった。目指しているも
のは同じだと感じた。

・核はきちんと向き合い、平和利用したい。日常のスマ
ホの扱いと本質は同じだと思った。

・それぞれ調べたことを関連させることで、新しい発見
があると感じた。

　夏休みまで平和学習を行い、夏休み中に個別で興味を
持ったことについて調べ学習を行った。夏休み後から広
島の研究旅行におけるフィールドワークまでグループ活
動を行い、その後、個人研究を行った。研究発表では、
生徒の感想「平和を願う気持ちはみんな同じだった。た
だ、平和の形がそれぞれ違うので、その形の違いから戦
争が生まれてしまうかもしれないと思った。」から、問
題の複雑さを理解し、生徒の感想「「平和」に向けて、

「核」、「影響」、「メディア」、「心理」など様々なアプ
ローチがあった。目指しているものは同じだと感じた。」
から、問題の本質を理解することができたと考える。
 （文責　大羽　徹）


